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南宋の類省試（荒木）

紹
興
二
十
有
九
年
三
月
丙
辰
朔
。
詔
。
今
後
四
川
類
試
。
用
九
月
十
五
臼
鎖

院
。
朝
廷
於
帥
威
監
司
内
。
選
差
考
試
嘗
・
監
試
嘗
各
一
員
。
於
鎖
院
二
十

B
前
。
那
金
牢
脾
。
遣
降
指
揮
。
在
院
官
吏
。
如
有
挾
私
違
戻
。
令
監
試
径

行
劾
奏
。
籐
宮
制
置
積
精
煽
選
差
。
務
壷
公
明
。
不
得
筍
簡
。

と
あ
る
。
監
試
官
及
考
試
官
を
朝
命
に
よ
っ
て
選
差
す
る
が
、
鎖
院

の
二
十
日
前
に
金
字
牌
を
胴
い
七
指
揮
（
任
命
）
を
遣
降
し
た
と
い
う

の
も
、
従
来
の
非
難
に
鑑
み
、
任
命
手
続
に
も
特
に
留
意
し
た
こ
と

を
…
不
し
、
ま
た
、
監
試
官
を
し
て
在
細
民
官
の
私
営
的
行
為
や
違
法

行
為
を
弾
劾
奏
上
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
の
も
、
撫
来
る
限
り
、
四

川
省
試
の
厳
正
さ
を
保
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
欝
う
ま
で
も

な
い
。

　
以
上
、
南
宋
初
期
に
お
け
る
科
挙
、
殊
に
本
試
験
た
る
省
試
が
如

何
に
し
て
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
類
省
試
な
る
も
の
が
創
設
さ
れ
、

そ
れ
が
二
回
行
わ
れ
て
、
廃
止
と
な
っ
た
が
、
再
び
旧
事
に
復
活
さ

れ
、
後
に
川
陳
は
四
川
・
陳
西
各
々
試
額
を
分
け
て
行
わ
れ
る
に
至

っ
た
経
過
を
述
べ
た
。
・
非
常
時
下
の
特
殊
な
る
省
試
と
し
て
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

｝．

`
、
、
一
…
、

　M
v一．rN－V

執
筆
者
紹
介

渡中隔小君木粒荒宮
辺山松玉塚崎岡木下
　　　新　　　　 美

久治俊次　良健敏智
雄一一秀郎進平次一子

大
阪
学
事
。
洞
大
学
講
師

京
都
学
芸
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

鹿
児
島
大
学
助
教
授

大
阪
外
園
語
大
学
講
師

閣
凶
諏
回
学
院
∴
八
学
助
教
授

京
都
大
学
教
授

大
阪
大
学
教
授

大
阪
市
立
大
学
教
授
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鰯
寒
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
内
　
　
滴

　
（
以
上
い
ず
れ
も
人
丈
科
学
研
究
所
講
堂
）

地
理
挙
関
係

人
交
地
理
学
会
第
4
3
回
例
会

　
九
三
二
三
臼
（
祝
）
．
二
四
目
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
憲
重
大
学
学
芸
学
部

〔
研
究
一
月
〕
　
　
　
　
　
　
　
、

　
古
代
に
お
け
る
台
地
と
低
地
の
開
発
に
つ
い
て

　
　
i
枚
方
台
地
と
そ
の
周
辺
I
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
　
公
徳

　
生
産
様
式
輪
再
考
　
　
　
　
　
　
松
賠
　
　
イ

　
工
梁
集
穣
に
つ
い
て
　
　
　
　

西
村
　
睦
勇

　
　
一
特
に
製
材
工
業
の
立
地
を
中
心
と
し
て
i

〔
座
談
会
〕

　
地
理
学
の
諸
問
題
　
一
箪
重
県
を
中
心
に
一

〔
エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕

　
コ
：
ス
・
鈴
鹿
－
亀
出
－
関
－
土
山
i
草
津

　
（
案
内
　
藤
岡
謙
二
郎
、
松
曝
信
、
浮
田
典
良
、

　
　
　
　
　
小
林
博
）

　
登
を
お
こ
な
い
、
調
査
の
前
半
を
京
大
考
古
学
研

　
究
霊
の
樋
側
助
教
授
が
、
後
半
を
同
誌
畿
大
学
酒

　
詰
仲
勇
教
授
が
担
卜
し
た
。
七
基
の
古
墳
の
う
ち

　
調
査
さ
れ
た
の
は
前
方
後
方
墳
一
基
、
円
墳
一
　
董
、

　
方
墳
一
基
で
、
い
ず
れ
も
粘
土
榔
を
も
ち
、
鏡
、

　
鋼
鎌
、
鉄
鐡
、
単
記
、
管
玉
、
丸
玉
、
小
玉
、
土

　
師
器
な
ど
が
拙
土
し
た
。
、

京
都
市
～
乗
寺
櫨
跡
の
調
査

　
七
月
一
五
日
一
八
月
一
五
環
　
京
都
市
左
京
区
一

　
乗
毒
向
畑
町
に
あ
る
縄
飛
式
時
代
の
遽
跡
が
、
区

　
画
整
理
の
工
察
で
恥
部
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
り
、
京
都
府
の
依
頼
で
、
京
大
考
古
学
研
究
室
の

　
有
光
教
授
を
貴
豊
春
と
す
る
緊
急
調
査
が
お
こ
な

　
わ
れ
た
。
お
も
に
、
縄
文
式
蒔
代
早
期
末
と
後
期

　
後
半
の
土
日
、
石
羅
が
発
掘
さ
れ
た
。

川
酬
編
　
集
　
後
　
翻
田

考
古
学
関
係

　
諸
般
め
悪
条
件
に
よ
り
、
心
な
ら
ず
も
刊
行
が
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
年
内
ぎ
り
ぎ
り

に
発
冊
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
六
一
年

を
振
り
か
え
る
と
、
郵
送
料
、
印
巨
費
な
ど
の
急
騰

に
と
も
な
い
会
費
を
髄
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
な

ど
、
多
難
な
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
も
漸
増

し
、
　
「
財
団
法
人
」
へ
の
三
三
も
三
々
と
整
っ
て
き

た
よ
5
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
や
や
も
す
る
と

「
史
林
」
が
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
る
傾
向
が
な
い
と

は
申
せ
ま
せ
ん
の
で
、
会
員
餐
位
の
積
極
酌
な
御
投

稿
と
御
批
判
を
待
っ
て
お
り
塞
す
。

　
来
る
一
九
六
二
年
が
平
和
で
充
劃
し
た
研
究
活
動

が
で
き
る
年
で
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
と
も
に
、
　
「
史

林
扁
の
発
展
の
た
め
の
御
援
助
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

京
都
府
西
出
古
墳
群
の
調
査

　
七
月
五
臼
－
九
月
一
一
日
　
京
都
府
久
世
郡
城
陽

　
町
の
溢
出
に
あ
る
古
墳
群
が
住
宅
建
設
の
た
め
に

　
徹
壌
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
京
都
府
が
発
掘
調

会

止
口

本
会
委
員
　
小
野
山
締
氏
は
九
月
三
十
日
を
以
っ
て

辞
任
し
、
代
っ
て
佐
原
輿
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

右
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会
員
各
位

史
学
研
究
会

蕪
壷
謂
二
諮
翻
定
価
言
円

　
史
　
林
　
（
第
四
四
懸
楚
ハ
号
）

　
　
　
　
蹴
郡
市
霞
寒
区
吉
田
本
簿

　
　
　
　
京
郡
大
学
丈
掌
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擬
曹
鎌
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
等
長
　
　
罫
引
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　

赤
松
俊
秀

　
　
　
業
郡
市
下
東
高
瀬
七
擬
轟
班
ノ
内
層
町
三
九

印
麟
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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